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＜活動のこれまで＞ 

2007（H19）

年度 

・河畔林整備事業ワークショップに参加 

（笹戸自治区として） 

2010（H22）

年度 

・具体的な計画を立てるワークショップ 

・行政による管理用道路敷設、広場造成など 

2011（H23）

年度  

・「有間竹林愛護会」設立。 

以降、左記の「活動内容」を継続して行う。 

前期 5年で中電サイレン柱の東側を整備する計画 

以下はそれ以外の出来事について記載。 

・タケノコづくしの食事会（以後毎年） 

2012（H24）

年度 

・Ｕターン場整地 

2013（H25）

年度 

・管理道路敷設（わくわく事業※）  

・9月増水。浸水、倒竹、ごみ堆積。道路も破壊。 

・イベントでのお弁当やおでん販売など開始 

2014（H26）

年度 

・「竹林ふれあいの小屋」建設（わくわく事業） 

・階段設置（わくわく事業） 

2015（H27）

年度 

・管理用道路敷設（わくわく事業） 

・それまでに間伐した場所を再間伐。 

後期 5 年間はサイレン柱西側の竹の間伐、処理、遊歩道の整備等。 

※豊田市の補助金制度。地元住民が地域の課題解決に取り組む事業に助成。 

 

“対岸から見て 

美しい風景にしよう“ 

＜愛護会と活動地の概要＞ 

結成…2011（平成 23）年 

会長…原田茂男氏 会員…33人 

（2015（平成 27）年 10月現在） 

活動日…月一回、日曜日午前 

活動地…もとは畑だったが竹が

繁茂して中に踏み込めないよう

な状況であった。 

活動地面積：約 5.5ha 

 

＜活動の目的＞ 

有間町竹ノ下地内の竹林を整備

し、矢作川河畔の景観と河畔の散

策ができる遊歩道の敷設により

住民および来町者に安らぎを与

える癒しの場とする。 

 

＜活動内容＞ 

① 竹林の間伐作業  

② 遊歩道の整備  

③ 管理道路の敷設  

④ たけのこの採取 
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原田茂男会長に 

お話を伺いました 

2015（平成 27）年 7 月 7 日 

雨音が聞こえる竹林ふれあいの小屋で 

 

●ほんとようやってきたね 

旭商工会の人から声がかかって

地権者がタケノコを採りだしたの

と市のワークショップ※が重なって。

うまくタイミングが合いましてね。 

ものすごい竹林だったから（笑）、

最初はやれるかやあ、っちゅう反応

だった。今年がね、前期の最後。先

の見えないような竹やぶを（笑）間

伐をする、ということがまず、大き

な大きな目標だもんで、だんだんだ

んだん、５年間でサイレン柱のとこ

ろ（図参照）までたどり着けて、一

応前期の目標はおおざっぱには達

成できておると。 

5年間、実感としてね、ほんとよ

うやってきたね。「もう辞めるか」

っちゅう話が出てくるかと思った

けどそういうのは出てこない。定例

作業日で「あそこはちいとなんとか

したほうがいいなあ」と思ったら、

普通の日に来てね、ちょっとやった

りなんかしてくれるんですわ。 

●都合が悪けりゃお互いさまだで 

会員は１９名だったんですがこ

れは主に戸主、男性を頭にいれてや

っとった。でも女性たちも会員にし

て保険をかけたほうがいいもんで、

今３１名かな？全員が毎回という

わけにはいかんもんで、「ああいい

よいいよ、都合が悪けりゃね、お互

いさまだで」って言って。大体平均

すると、１４人か１５人は、出てき

てもらえるもんでね。 

 

●ふれあい小屋も自分たちで 

この竹林ふれあいの小屋も、自分

たちで作ったんだけど。わくわく事

業でね、資材のお金は出していただ

いてね。会員が家の傍の木を伐ると

いうのでみんなで出材して、一年ぐ

らい寝かしといたの。会員には大工

もいるもんで、土台の穴掘りなんか

は自分たちでやって、柱だとかは大

工さんが弟子を連れてきてね。 

●女性会員も活躍中 

女性会員ちゅうてね、イベントに

いろんなお店を出すこともやっと

るわけ。ご飯を炊いて、お弁当を販

売したり、おでんを販売したり、あ

るいはおしるこを販売したり。 

●やれる範囲でコツコツと 

全員が毎回出れるわけではない

ので、ちょっと人数不足。こういう

ことで苦労しとるというPRが足ら

んかもしれん。 

愛工大の学生さんにはボランテ

ィアで来てもらっておるんですよ。

ほいからまあ、あと５年、後半の５

年間が最後まで行くかどうか、ほれ

がちょっと心配。がさーっと会員が

減っちゃうんじゃないかなあと思

ってね。ですけどもまあ、欲をかい

てもしょうがないから、やれる範囲

でコツコツと。 

●地域のつながりを深める 

地域のつながりを深めるちゅう

ことで、せっかく出たタケノコをと

って売るだけじゃ能がないので、そ

れを食べて、みんなでわいわい、お

しゃべりしようという、タケノコの、

ご飯による食事会。それをここでや

るんですわ。春のものを天ぷらやっ

たりね。で、みんなでお茶飲みなが

らしゃべったり、お酒飲みながらし

ゃべったり、そういうなかで、まあ、

きずなも増えていくっちゅうこと。

年寄からね、若い人も、小学生もね、

ちょいちょい来たりしてね、食べて

くれました。 

●良くしていこうという気持ち 

今までやってきて良かったちゅ

うことは、この集落の人たちが、環

境だとか景観を良くしていこうと

いう気持ちが非常に強くて、この活

動をやっておって、きれいになって

いくこと。嬉しいっちゅうのか、実

感が湧くっちゅうのかね、そういう

ようなことで今まで来たんじゃな

いかなと思う。 

●昔みたいな川とのつながり 

ここらの人たちは昔からこの矢

作川と、密接なつながりでね、生活

してこられたと思うんですわ。私た

ちがこの竹やぶに手を入れる前は、

こちら側の人たちと川ちゅうのは

この竹やぶが遮断しとったわけ。こ

れが隙間を作って、風を通すことに

よって、昔みたいな、川とのつなが

りが生まれていくのかなーってい

うそんな気がするんですが。 

 

※河畔林整備事業（2007（H19）年度～）  

聴き手：豊田市矢作川研究所吉橋久美子 
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活動地について 

 

 

◇位置 

矢作川左岸、河口からの距離は約 68km。 

豊田市有間町竹ノ下地内。 

 

◇植生 

マダケとハチクが混交する竹林。ハチクのタケノコ

を食用として利用している。 

 

◇河辺の生活史 

産業基盤がしっかりしており、過疎化・高齢化が進

んではいるものの、衰退感は希薄。かつては川の中

に神社があり（今は民家の横へ移されている）、酒

蔵下には渡し場があり、そこが子どもたちの遊び場

ともなっていた。対岸に池があり、これも魚取りな

どの遊び仕事の場として貴重であったが、東海豪雨

で消失した。 

 （2007（平成 19）年度 豊田市矢作川研究所

作成資料より） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

点線から上流側が 

前期エリア→

北 

Ｈ24間伐 

Ｈ24間伐 

Ｈ23皆伐（道路は H22） 

Ｈ23 間伐 

（道路は 22

年度） 

 
中部電力 

サイレン柱 

Ｈ25間伐 

流れ橋 

←Ｕターン場 

 

広場１にある「竹林ふれあいの小屋」 
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整備前と整備後の写真 

 

対岸からの眺め 

  

広場 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

管理用通路 
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原田茂男会長 

原田錦子さん 

畑野幸子さん 

にお話を伺いました 
2015（平成 27）年 10 月 7 日 

鳥の鳴き声、虫の鳴き声が聞える竹林ふれあいの小屋で 

 

 

 

●たけの子クラブ誕生！ 

吉橋：女性会員が活躍してる愛護会って珍しいと思うん

です。本当にすごくいいモデルだと思うのですが、

どんな思いで活動していらっしゃるんでしょう。 

畑野：仲良く暮らすっていうことかなって。今まで近所

に居てもしゃべる機会がなかなかなかったのが、

こういう会ができて、ご飯を炊いたりだとかお料

理の仕方とか、おしゃべりしながら人づくりがで

きて、近所同士が仲良くなれたかなあと思うので、

そこがいい点。 

原田（錦）：畑野さんがおっしゃったように隣に住んで

いても顔も見ないことが多いし、顔見ないからお

話もなかなか…。そんなことが、最近、多くなっ

てきたんです。 

それで、タケノコをね、出荷してるばっかりで

はつまらないから、自分たちもなんかやることは

ないんだろうかって。この地区の女性たちに仲間

になってくれませんかっていうお手紙を出した

んです。そしたら大半の方が、いいねっていって

くださって、「たけの子クラブ」というのができ

たんです。 

それで、積極的に参加してくれる人はいません

かってまたお手紙(笑)、出しましたら、いいです

よって４人手を挙げてくださって。 

吉橋：そのうちのお一人が畑野さんなんですね。 

原田（錦）：はい。とてもよくやってくださって、会計

もやってくださってて。力強いパートナーです。

わたしはすっごく助かってる。 

皆さんにね、助けられて。 

畑野：そうそう、そうなんです。 

●タケノコ料理、レシピと保存のこと 

原田（錦）：わたしたちはタケノコの味ごはんをしてる

んですけど、やっぱりおふくろの味というか、言

い方変えると、若い人から言うと地味な、あはは

…。 

畑野：今んところね、タケノコを知ってもらうための料

理としてはご飯しか出してないので、それ以外な

にかね、ほんとにみんなから「ああこれ珍しい」

とか「おいしい」とか言ってもらえる商品ができ

るといいんですけども…。 

原田（錦）：今年、タケノコを水煮にして真空パックに

して、どれくらい持つかっていうことで細菌検査

を依頼しまして、で常温だったらどのくらい、も

つか、冷蔵庫保存だったらどれくらい持つかその

検査を依頼してます。 

タケノコの出荷作業 

 

左から畑野幸子さん、原田錦子さん、原田茂男さん 
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畑野：やっぱり保存っていうのが大変なことで。採れ

る頃に行事があってみんなに提供できればいい

けれども、11月の行事にご飯を炊くっていうこ

とは一番の課題は保存なんですよ。 

●人と接する事のおもしろみが出てきたかな 

原田（茂）：素人集団が商売をするってなかなか難し

い。だから、材料費が出るか出んかぐらい…。 

原田（錦）・畑野：はははは…！ 

畑野：収益なんかは度外視で、また行事が来たからみ

んなで頑張ろうねーみたいな感じで（笑）！ 

一同：はははは…！ 

吉橋：収益ないけどがんばろうねっていうのはどんな

思いでしょう…？ 

畑野：やっぱり最初はね、みんな自由な時間ばかりじ

ゃないので、その時間に集まるって大変だしそ

れぞれの立場から考えると、めんどくさいなっ

て思ったと思うんですよ。でも、集まるうちに、

世間話をしたり、どこやらのものがどこに売っ

てるとか、そういう世間話いーっぱいすること

が楽しくなったのかなあって思って。 

それと、同じようなものを作ってて手順がだ

んだん慣れてくると、みんなもだんだん考えて

動けるようになってきて、人と接することのお

もしろみが出てきたのかなあって思うんですけ

どね。 

●昔のガス釜で炊くごはん 

吉橋：ご飯は何升炊くんですか。 

原田（錦）：ご飯を炊くお釜が三升炊きなもんですか

ら。そのお釜もね、母たちの代の頃に、婦人会

で、買った、ガス釜なんです（笑）。 

畑野：昔、お葬式なんかをやっていると、組になって

る人たちがご飯を炊いたりしていたので、その

時のお釜、ですもんね。 

原田（錦）：そうですそうです。 

 

 

●年寄りになっても仲良く元気に暮らせるまちに 

吉橋：活動の秘訣とか、これからどうする、というの

がもしあれば教えて下さい。 

原田（錦）：男の人達がほとんど中心でやってくださ

ってるんですけど、女の人が、元気で活躍して

いる地域は、一番、活発に（笑）活動ができて

るのかなと。ははは…勝手に、思っています、

ふふふ…。 

畑野：この活動が、どのように続いていくかというこ

とは、保証できないというか（笑）ちょっと自

信がないけど、とにかく、年寄りになっても仲

良く元気に暮らせるまちになりたい、それが願

い、です。 

原田（茂）：有間の活動だとか女性部の活動が、地域

おこしで活躍してみえるねっていうようなこと

を外から言われるんですけども、やってる私た

ちは（笑）、まちおこしだとか地域活性化だとか

（笑）少しも感じないし、そんなこと思ってな

いわけね。 

ただ、女性部の人達は、集まってお話をする

ことが楽しいという、その集まるにはただ集ま

るんじゃなくて、イベントで出店をしたり、な

にかをする、そうすると、いろいろ情報も得ら

れるし意思の疎通というのかね、そういうのが

図られていく。で、楽しい日々も過ごせれると。

そんなようなことなんですよね。今のところは。 

 

 

 

 

 

 

 

 

「たけの子クラブ」で出店している様子 

 

 

出店の様子 

 

 

ある日の愛護会活動日 集合写真 
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●有間じゅうが集まって 

原田（錦）：5月の食事会にね、年寄りの、おば

あちゃんたちがみんな出てきてくださる

んですよ。「わしゃあもう年寄りだから」

なんてね、言われる方もあるんですけど、

でもその人たちもね、喜んで、来て下さっ

て一緒に食事をしてくださる。ほんとにわ

たしたちの、有間じゅうが集まって、食事

会ができるって、素晴らしいことだなあっ

て思います。 

畑野：お葬式、自宅でやってた頃は、みんなの力

でご飯を作り、集まってご飯を食べるって

機会があったけど、それも、若い時分にし

てみたらすごくめんどくさかったんです

けども、今になって歳を取ったら集まって

ご飯食べることが楽しい。だからみんなの

知恵を借りながら、ご飯を作る手間はさて

おいて、後に、ご飯を食べてしゃべるのが

楽しいっていう。ふふふ…。 

原田（錦）：ほんと昔はね、そのお手伝いに行っ

てね、「豆腐はこれくらいの大きさに切ら

なきゃいけません」なんて言われたりして

ね、ふふふ…！ 

畑野：先輩方に（笑）、その、お伺いを立てなが

ら、若い人間は、味付け、濃いかな、薄い

かな（笑）と思うと怖くて手が出せれない

（笑）とか。 

原田（錦）：それで勉強してきましたよね。 

畑野：そういう下地があって、うん、今ね、今は

こういうふうだと楽しいよね、お葬式の時

とは違うんですよ（笑） 

一同：ははは… 

●子どももともに 

原田（錦）：自治区の生活部の行事で子ども達が、

今度ここ、見学に来てくれて、竹を使って

なんかするようですよ。 

原田（茂）：親子体験活動っちゅうのが最初のス

タートだね。いろいろなことをやって、今

年は、ここの見学と、竹を使った体験。も

のづくりだね。会員の、得意な人が竹細工

的なことをやっておくれる。 

原田（錦）：竹でとてもかわいいカエルを作る人

が近くにいてね。 

＊＊＊ 

原田（錦）：冬はね、私たち、甘酒つくったりし

てね、ははは…差し入れに来たりしてね 

吉橋：ああーいいですねー。それは喜ばれますね。 

原田（錦）：わたしはサツマイモ作ってるからね、

芋をもってきて焼き芋（笑）。 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

笑いの絶えない楽しいインタビューになりました。 

「年寄りになっても仲良く元気に暮らせるまちに」

…本当に理想的だと思います。お話を聞かせていた

だいてありがとうございました。 

聴き手：豊田市矢作川研究所 吉橋久美子 

 

 

 

 

タケノコづくしの食事会 

 

 

タケノコご飯 

 

 

    小渡こども園の園児とともに 
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2016年 3月 13日（日）

 

●ウグイスの鳴く竹林で 

良く晴れた日曜の朝 8時半。有間町竹ノ下の「竹林ふれあいの小屋」には白

いヘルメットをかぶり、腰に手鋸を下げた十数人の会員たちの姿がありました。

「○○君どうした」「最近来んなあ」欠席の会員を気遣う会話が交わされていま

す。小屋の周りの竹林はきれいに間伐されています。垂直に伸びる緑の竹棹と

節の黒線。遠くまで見通せる空間にウグイスの鳴き声が響いています。 

 

●「ほんとにきれいになった」 

今日の活動は竹の焼却です。山のように積んである竹を、焚火にどんどんく

べていきます。竹は勢いよく爆ぜてパン！パン！と鉄砲のような音がこだまし、

焦げた葉と炎が空高く舞い上がっていました。火の傍にいる会員の顔は真っ赤。

しばし手を休めておられる方たちにお話を伺いました。 

「家におるとだんだん世間が狭まなってっちゃう。みんなで何かやっとらんと」 

「矢作川沿いはほんとにきれいになった。日当たりがよくなって、道路が凍結

するところも減ったんじゃない？」 

「対岸から見るときれいだよ。」 

皆さん活動の手ごたえをしっかりと感じておられるようです。 

 

●「地元で仲良く楽しく」 

竹林を進むと未整備のエリアがあります。立て込んでいて、黒く枯れた竹が

幾重にも倒れ、薄暗く、中に踏み込むこともできません。整備された美しい竹

林も、元はこんな感じだったんですね。そこで、一人の女性が枯れた竹を道路

わきに出す作業をしていました。 

「黒い竹が汚いでしょう。きれいにしとかんとイノシシも来る。夏は畑で忙

しいで、冬のうちにちょっとずつね。」 

「女性も頑張ってるんですよ。タケノコを出荷したり、祭りで出店をしたり。

地元で仲良く楽しく。」 

笑顔で教えて下さいました。愛護会の活動は人と人とのつながりを結びなお

すことにもつながっているようです。 

 

 休憩をはさんで再度活動、終了時刻が近くなると燃やした竹はすっかり灰に。

再び竹林ふれあいの小屋に集まり、原田茂男会長のご挨拶で活動は終了です。 

 

皆さんが整備した竹林にはこれからも有間の皆さんが集い、おいしいタケノコ

が顔を出してくれることでしょう。 

 

 

写真：有間竹林愛護会提供および豊田市矢作川研究所  発行：豊田市矢作川研究所（担当；吉橋）2016（平成 28）年 5 月 

（未整備エリアの様子） 

休憩時間の談笑も楽しい 

 

 


